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APEL. Friedmar, Die literarische Obersetzung, Metzler. 1981 
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＊本発表の原文をまとめていた頃、浅田徹氏も松村雄二氏もたいへんお忙しいところにもかかわらず
詳しく、厳しいご意見をお聞かせてくださいまして、感謝のことばすら知りません。なお口述の発表
後、御批判を下さった福田秀一、村尾誠一両氏へ御礼を申し上げたく存じます。
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定家卿百番歌合・春部
一番
1 春日野にさくや梅が枝雪間より今は春べと若菜つみつつ（最勝四天王院障子）
本歌 難波i掌に咲くやこの花冬ごもり今は春辺と咲くやこの花（古今集・仮名序）
2 消なくに又やみ山をうづむらん若菜つむ野も淡雪ぞ降（千五百番歌合）
み山には松の雪だに消えなくに都は野辺の若菜摘みけり（古今集・読人不知）
二番
3 おほぞらは梅のにほひに霞つつくもりもはてぬ春の夜の月（仁和寺宮五十首）
照りもせず曇りもはてぬ春の夜の臨月夜にしくものぞなき（千里集、新古今集・春上）
4 こころあてにわくともわかじ梅の花散かふ里の春の淡雪（院五十首）
心あてに折らばや折らむ初霜の置きまどわせる白菊の花（古今集・秋下・凡河内鼎恒）
三番
5 うちわたす遠方人はこたえねどにほひぞなのる野ベの梅が枝（院百首初度）
うちわたす遠方人に物申す我 そのそこに白く咲けるは何の花ぞも
返し
春されば野辺にまづ咲く見れどあかぬ花 まひなしにただ名のるべき花の名なれや
（古今集・雑体・読人不知）
6 飛鳥河遠き梅が枝にほふ夜はいたづらにやは春風の吹（三宮十五首）
釆女の袖吹きかへす明日香風都を遠みいたづらに吹く（万葉集ー ・志貴皇子）
四番
7 花の香のかすめる月にあくがれて夢もさだかに見えぬ比かな（院百首初度）
涙河枕ながるる浮き寝には夢もさだかに見えずぞありける（古今集・恋ー ・読人不知）
8 春の夜は月の桂もにほふ覧光に梅の色はまがひぬ（私百首文治五年）
久方の月の桂も秋はなほ紅葉すればや照りまさるらむ（古今集・秋上・壬生忠写）
五番
9 外山とてよそにも見えじ春のきる衣かたしき寝ての朝毛は（内裏詩歌合）
10 春の夜の夢の浮橋とだえして峰にわかるる横雲の空（仁和寺宮五十首）
六番
11 里の海人のしほやき衣たちわかれなれしもしらぬ春の雁がね（或所歌合）
12 花の色にひとはるまけよ帰雁今年こしぢの空だのめして（院百首）
七番
13 桜花咲にし日よりよしの山空もひとつにかほる白雲（花月百首建久元年左大将家）
14 霞立峰の桜のあさぼらけくれなゐくくる天の河浪（向上）
八番
15 花の色をそれかとぞ思ふ乙女子が袖振山の春の曙（院百首初度）
をとめごが袖振山の瑞垣の久しき世より思ひそめてき
（拾遺集・雑恋・柿本人麿、万葉集四、古今六帖五）
16 桜がり霞の下に今日くれぬ一夜宿かせ春の山もり（内裏詩歌合）
九番
17 みよしのは花にうつろふ山なれば春さへみゆき故郷の空（最勝四天王院障子）
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18 桜色の庭の春風跡もなしとはばぞ人の雪とだに見ん（千五百番歌合）
今日来ずは明日は雪とぞ降りなまし消えずはありとも花と見ましゃ
（古今集・春上 ・在原業平、伊勢物語十七段）
十番
19 桜花うつろふ春をあまたへて身さへふりぬる浅茅生の宿（向上）
20 桜花うつりにけりなと計をなげきもあへずつもる春かな（仁和寺宮五十首）
花の色はうつりにけりないたづらにわが身ょにふるながめせしまに
（古今集・春下・小野小町）
十一番
21 槙の戸は軒ばの花のかげなれば床も枕も春の曙（花月百首）
22 花の色のおられぬ水にさすさほの雫もにほふ字治の河長（内裏詩歌合）
春ごとに流るる河を花と見て折られぬ水に袖やぬれなむ（古今集・恋三 ・伊勢）
十二番
23 名取河春の日数は顕て花にぞしずむせぜの埋木（向上）
24 名もしるし峰のあらしも雪とふる山桜戸のあけぼのの空（向上）
十三番
25 花の香も風こそよもにさそふらめこころもしらぬ故郷の春（千五百番歌合）
26 今日こずは庭にや春ののこらまし梢うつろふ花の下風（私百首文治五年）
今日来ずは…（→18)
十四番
27 網代木に桜こきまぜ行春のいきよふ浪をえやはとどむる（院詩歌合）
もののふの八十氏河の網代木にいきよふ浪のゆくへ知らずも
（万葉集三 ・柿本人麿、新古今集・雑中）
28 あはれいかに霞も花もなれなれて雲しく谷に帰る鷲（百廿八首建久七年）
＊肘強要旨
村尾誠一氏は、 1と2における「に」「ゃ」の位置の対応という音声的な配慮の例はこの作品中に
他にもあるのか、と質問し、発表者は、冬部の終わりにも例がある、と答えた。また村尾氏は、「淡
雪」はそれ自体は珍しい景物ではないこと、西行の白歌合と配列を比較しているがむしろこちらが特
殊で、勅撰集や大規模な歌合とは共通していること、ことば同士の結びつきというのは歌合一般では
なく白歌合だからこそ見られる現象であること、を指摘した（これらの指摘は原稿化の際に取り込ま
れている）。
大黒貞明氏は、本作品中に定家の作でない歌が入っているという説があるが、どう考えるか、と質
問し、発表者は、配列についての考察に関してその問題は重要ではない、と答え、村尾氏は、ここに
入っている歌は出典が確認できるものばかりであってその説は成り立たない、と指摘した。
福田秀一氏は、もう一つの『定家卿自歌合J（二十四番歌合）は従来偽作であるといわれているが、
この発表の方法をそれに適用すれば、偽作であることがより明確になるのではないか、と指摘した。
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